
 

北カロライナ州（エイミー・グラハム） 
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ノースキャロライナ交通局 

アダプト・ア・ハイウェイ・プログラム 

 

エイミー・グラハム 
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ノースキャロライナ州の 

最初のアダプト・ア・ハイウェイ・プログラム団体 

 

 上流ナット渓谷コミュニティは、1988年にプログラムを開始し、今も現役で、

継続している。 
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2010 年アダプト・ア・ハイウェイ・プログラムの成果（1） 

 

参加 

 

  ・2010年の参加団体数：6,000団体（150,000人） 

  ・新規加入団体：487団体 

－ 4年契約 

－ 年間 4回の清掃 

－ 一区画最低 2マイル） 
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2010 年アダプト・ア・ハイウェイ・プログラム成果（2） 

 

数値 

   

・ アダプト総延長：24,000マイル 

・ 清掃に要した総労働時間 574,288時間 

・ 回収したごみ袋：222,580袋 

・ 総重量：3,257,700ポンド（約 1,478トン） 
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回収したごみの総重量 

 

年 総重量 単位：ポンド （トン換算） 

2010年（12/7まで） 3,257,700ポンド （約 1,478トン） 

2009年 3,226,720ポンド （約 1,464トン） 



 

6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税の支出回避 見積もり 

 

年 AAH 労働時間 回避金額見積もり 

2010年 

（12/7まで） 
574,288時間 6百万ドル 

2009年 603,124時間 6.4百万ドル 

2008年 551,392時間 5.9百万ドル 
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AAHリサイクリング 

 

 アダプト・ア・ハイウェイ・プログラムの参加者は、リサイクル活動に貢献

する。 

 

 2010年 

・ 3,087団体がリサイクル活動に参加 

・ 381,720ポンド（173トン）の資源物を回収 

 （内訳） 

 － 金属 45,960ポンド（約 21トン） 

 － ガラス 115,840ポンド（約 53トン） 

 － プラスチック 219,920ポンド（約 100トン） 
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アダプト・ア・ハイウェイ・プログラム表彰（1） 

 

 2010 年の活動表彰 

 

 10年継続団体：190団体 

－10年継続の星をサインボードに刻印 

－10年継続の額入り感謝状の付与 

 15年継続団体：109団体 

－10年継続の星をサインボードに刻印 

 20年継続団体：166団体 

－20年継続の星をサインボードに刻印 

－20年継続印章付き安全ベストを付与 
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アダプト・ア・ハイウェイ・プログラム表彰（2） 

 

  * サンプル画像 

（左）10年、15年、20年、25年の表彰星 

   （右）感謝状の額 
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2009 年-2010 年の課題 

 

 昨年度から継続して予算削減の圧力 

 AAHホットラインの技術的問題 

 -2010年に不具合の修繕対応 

 データベース活用技能習得 

 -2010年に新しいデータベースの導入開始 



 

11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 年の課題 

 

 継続的な予算削減の圧力 

 地域コーディネータの入れ替えと新しいデータベース導入トレーニング

の必要性 

 

 （最後に） 発表者の連絡先：エイミー 電話番号・Email 

 


